緒言 

今から もう 十 余 年 も 前の ことで ある。 私 はだれ かの 

やそき げん 

物理学 史を 読んで いるう ちに、 耶蘇 紀元前 一 世紀の こ 

ろ 口 ー マの 詩人 哲学者 ル クレチ ウス (紀元前 九 八 I 五 

みじん 

四) が、 暗室に さし 入る 日光の 中に 舞踊す る 微塵の 混 

乱 状態 を 例示して 物質 元 子 (1) 〔# 「(ー)」 は 注釈 番号 U 

ほうちゃく 

の 無秩序 運動 を 説明した という 記事に 逢着して 驚嘆 

の 念に 打 たれた ことがあった。 実に 天下に 新しき 何物 

ことわざ 

もない という 請 を 思い出す と 同時に、 また 地上に は 

古い 何物 もない という こと を 痛切に 感じさせられ たの 



習す る 暇がない ような 気がして、 ついつ いその ままに 

なって いたので ある。 

まる ぜん 

ところが、 昨年の 夏で あつたか、 ある 日 丸 善の 二階 

であても なく ェヴリ ー マンス • ライブラリ ー を あさつ 

て いるう ちに 

ILUCretills: Oi the Nature of ThitlTOS- > 

Metrical TYanslation t>y William EUery 

というの が 目についた。 そうして 旧知の 人に めぐり 

あつたよ うな 気がして さっそく 一本 を 求め、 帰りの 電 

車の 中で ところどころ 拾い読み にして みると、 予想 以 



上に おもしろい 事 がらが 満載され て あるよう に 感ぜら 

れた。 それから あちらこちらの 往復に 電車で 費やす 時 

間 を 利用して ともかくも 一 度 読了した。 その後 ある 物 

理学 者の 集会の 席上で 私 はこの 書の 内容の 梗概 を 紹介 

して、 多くの 若い 学者た ちに 一 読 を 勧めた こと も あつ 

た。 

ことし (一九二 八) になって 雑誌 ネチ ユア ー (四月 

十四日 発行) の 巻頭 紹介 欄に 

Mllnro-S ILUCretills. F-ollrtll Edition, finally 

revised. 

に関する ダル シ！ タム ソンの 紹介 文が 現われた。 そ 



れ によると、 この 書の 第二 巻 目 は マンロ ー の 詳細なる 

評注に 加うるに、 物理学者の ダ • アンドラ デ (E.N.da 

C.Andrade) の 筆に 成る ルク レチ ウスの 科学的 意義 

に関する 解説 を 収録して あると いう ことであった。 そ 

れで これ を 取り寄せて その 解説 を 読む と 同時に、 また 

評注の 中の 摘要 をた よりにし てもう 一 度 詳しく 読み返 

してみ た。 しかして 読めば 読む ほど おもしろい 本で あ 

ると いう 考え を 深く した。 

マンロ ー の 注 は、 もちろん ラ チンの 原文 を 読まん と 

する 人の ために 作られた ものであって、 自分の ような 

古典の 知識の ない ものに とって は 大部分 は いわゆるね 



こに 小判で ある。 しかし 原詩の 十 行 あるいは 三十 行 ご 

とに 掲げた 摘要 は 便利な ものである。 

マンロ ー の 第三 巻 はこの 人の 対語 訳で、 同じ ものが 

ボ ー ン のポピ ュ ラ ー . ライブラリ ー の 中に も 出て いる 

そうで あるが、 自分 はま だ この 訳 を 読んで いない。 

思う にル クレチ ウス を 読み破る 事が できたら、 今 ま 

での ルク レチ ウス 研究者が 発見し 得なかった 意外な も 

の を 掘り出す 事が でき はしない かと 疑う。 それほどに 

ル クレチ ウスの 中には 多くの 未来が 黙示され ている の 

である。 

アンドラ デの 解説に よると、 近代 物理学の 大家で 



あった ケルヴ イン 卿 もまた ル クレチ ウスの 愛読者で 

あった。 すなわち 卿の 一 八 九 五 年の ある 手紙の 一 節に 

「このごろ、 マンロ ー 訳の 助け を かりて ル クレチ ウス 

を 読んで いた。 そして 原子の 衝突に ついて なんとか 自 

分流 儀の 解釈 をして みょうと 思って だいぶ 骨折つ てみ 

たが、 どうもう まくで きない」 と 言って いる。 

ル クレチ ウスの 黙示から なんらかの 大きな 啓示 を受 

けた 学者の 数 は、 おそらく 少なく はなかった であろう _ 

アンドラ デ によると、 ニゥ トンの 原子に 関する 説明 

(2) 〔# 「(2)」 は 注釈 番号〕 を 読めば、 彼が ルクレ チウ 

スを 知らな か つたと 想像す る 事 はで きないと いう こと 



である。 ロバ ート- ボイル も 直接に、 また ガッ セン ディ 

を 通じて 間接に ル クレチ ウスに 親しんだ 事が 明らかで 

ある。 また 微粒子の 雨に よって 重力 を 説明 せんとした 

ル • サ ー ジ ュ は その 論文に Lucr§ce newlonien と い 

う 表題 をつ けたく らいで ある。 この 説が 後に ケル ヴィ 

ン によ つ て さらに 追求され た 事 はよ く 知られた 事で あ 

る。 ケルヴ インの ほかに クラ ーク- マ クスゥ エル や 

テ ィ ンダ ル の.？ J とき 大家 もまた ル クレチ ウスに 注意 を 

払った という 事実が あるそう である。 それ はとに かく ■ 

このような 形跡 を 物理学 史上に 残さないで、 しかも 実 

際ル クレチ ウスから 大きな 何物 か を 感得した 物理学者 



化学者 生物学者が どれ だけあった かもしれ ない という 

こと は、 この 一巻 を 読了した すべての 人の 所感で なけ 

れ ばなら ない。 それだけ 多くの 未来に 対する 黙示が 含 

まれて いるので ある。 今から 百年 前に - J の 書 を 読んだ 

たわごと 

人に はお そらく 無意味な 囈語 のように 思われた であろ 

うと 思うよう な 章句で、 五十 年 前の 読者に はやつ と始 

めて その 当時の 科学的の 言葉で 翻訳され たで あろうと 

思われる のが ある。 それ どころ か 十 年 前の 物理学者な 

らばなん の 気な しに 読過した であろうと 思う 一 句が、 

最新 学説 の 光に 照ら して 見る と 意外な 予言者と して わ 

れ われの 目に 飛び込んで 来る の も あるよう である。 



的 批判 を 試み、 いろいろな 事実 や 論理の 誤 譲 を 指摘し 

て、 いい 気持ちに なろうと すれば、 それ は 赤ん坊の 腕 

をね じ 上げる よりも 容易で あると 同時に また それ 以上 

におと なげな いば かげた 事で なければ ならない。 

近着の 雑誌 リリュ スト ラシ オン (3) 〔# 「(3)」 は 注 

釈 番号〕 に 「黙示録に 現われた る 飛行機と 科学 戦」 と 題 

する 珍奇な 絵 入りの 読み物が ある。 ヨハネの 黙示録の 

第 九 章に 示された 恐ろしい，. 蝗 の 災い を 欧州 大戦に お 

ける 飛行機に うまく 当てはめて おもしろく 書いて ある _ 

これ もや はり 一種の 黙示で ある。 しかし いかほどまで 

に蝗の 記述が 戦闘 飛行機に 当てはまっても それ は 決し 



れの 原子に よって 説明し ようと 試みつつ ある 物理的 化 

学 的 現象で ある。 

意味 の わからない 言葉 の 中から は あらゆる 意味が 導 

き 出される こと は 事実で ある。 狡猾なる 似而非 予言者 

らは 巧みに この 定型 を 応用す る 事 を 知っている。 しか 

しル クレチ ウス は 彼の 知れる 限り を 記述す るに 当た つ 

て、 意識的に ことさらに 言語 を 晦渋 にして いるもの 

と は 思われない。 少なくとも 訳文 を 見た だけで はそう 

は 思われない。 多くの場合に われわれ は 彼の 言わん と 

欲する ところ を かなりの 程度まで 確かに 具体的に 捕え 

うるよう に ES う。 こういう 点で もル クレチ ウスの 書 は 



計 者の ファン タジ ー が 必要で ある。 

科学の 殿堂と 言っても、 その 建設 はもち ろん 家屋の 

建築と はわけ がちが う。 家屋の 建築 は 設計者の 気随に 

なる。 必要な 建築学 上の 規則に 牴触し ない 限り は あ 

ら ゆる 好きな 格好の もの を 設計しても よい はずで ある- 

し かるに 科学の システムの 設計 はそう 勝手にで きる も 

ので はない。 相手が すでに 与えられた 自然界で ある。 

たとえば 空中 を 落下す る 石塊 を われらの 意志の 力で 止 

める わけに は 行かない。 それで、 しいて 科学の 系統の 

建設 を 建築に たとえよう とすれば、 それ は 数 限り もな 

い 種々 な 所定 条件の どれに もうまく 適合す るよう な 家 



デミックの 学風 は、 無差別 的に 直観 そのもの を 軽んじ 

あるいは 避 忌す るよう な 傾向 を 生じて いる。 これ は 日 

本 や ドイツば かりに は 限らない と 見えて 米国の 学者で 

この 事 を 痛切に 論じた もの もあった (4) 〔# 「(4)」 は 

注釈 番号 r これ は 科学に とって 自殺的な 偏見で ある。 

近代 物理学に 新紀元 を 画した 相対的 原理に しても、 素 

量 力学 や 波動 力学に し て も、 直観な し の 推理 や 解析 だ 

けで 組み立てられ ると 考える事が どうしてで きょう。 

私 は アイ ンシ ュ タイン ゃド • ブロ— リ— が ルクレ チウ 

スを 読んだ であろうとまで は 思わない が、 彼らの 仕事 

に 最初の 衝動 を 与え 幾度 か 行き詰まり がちの 考えに 常 



によく 似た もので あるか。 そういう 事 を 考えて みる。 

十九 世紀 一 一 十 世紀 を 予 言した 彼が どうしてき たるべ き 

第二 十一 世紀 を 予言して いないと 保証す る 事が できよ 

うか。 今 われわれが ル クレチ ウス を 読んで 一笑に付し 

去る ような 考えが、 百年の 後に 新たな 意味で 復活し な 

いとだれ が 断言し う るであろう か。 

私 は 自分の 頭に なんらの 「考え」 を もたない 科学者 

がかり にある として、 そういう 人が ルクレ チウ スを百 

べん 読んでも なんの 役に も 立とうと 思わない。 女学校 

上がりの 若い 細君が 料理法の 書物 を 読む ような 気 で ザ J 

の 詩編の すみずみまで 捜した ところで、 すぐ 昼食の 間 



に合ぃそぅな材料は©^底見っからなぃ。 そういう 目的 

ならば、 ざら にある 安い 職業的 料理 書 を 見て、 完全な 

る 総菜 料理 を 捜した ほうがい いので ある。 

しかし 多くの 科学の 探究者 は それで は 飽き 足らない 

であろう。 その 当代の その 科学の 前線まで 進んで 来て、 

そこで なんらかの 自分の 仕事 をしょう としてい る 人た 

ち は、 眼前の 闇黒な 霧の 中に ある 何物 かの 影 を 認めよ 

うと あせって いるので ある。 そうして その 闇の 底に 何 

かしら 名状ので きない 動く ものの 影 か 幻の ような もの 

を 認める ように 思う。 しかし それが 何で あるか ははつ 

きりわからない。 そういう 状態が 続いて い るう ちに 突 



物理学者に はル クレチ ウスの 曲がったり 角立った りし 

た 元 子 は 必ず なんらかの 暗示 を 与え 得た であろうと 思 

われる。 のみならず たとえば 最近に ボ ー ァが ネチュ 

ァ ー 誌上に 出した (5) 〔# 「(5)」 は 注釈 番号〕 

TJhe GHEltltllm Postulate ひ tid A-tomic TJheory. 

と 題す る 興味 ある 論文 を 読んだ 後に、 ル クレチ ウスの 

第 一 巻 を 開いて、 

Even time exists not of itself; t>iit sense 

Re ひ ds 0£ of tilings whail; li ひ ppened lonTO aTOP 

What p>resses now, and what sliall follow 

ひ ft6r: 



No m ひ n, we must ひ dmit, leels time itself. 

Disjoined from motion and repose of things. 

という 詩句 を 玩味して みると、 いかに 最新の 学説に 含 

まれた 偉大な 考えが その 深い 根底に おいて この 言葉 の 

内容と 接近して いるかに 驚かざる を 得ない。 もし ルク 

レチ ウスの sense を 「実験 観測」 と 置換し、 また 彼の 

motion and rejsse を △ E 等で 置換 すれば これ はま 

さに ボ ー ァの 所説と なる ので ある。 もちろん 私 はボ— 

ァ、 ハイゼ ン ベル ヒ らがル クレチ ウス を 読んで 暗示 を 

得た と は 思わない。 しかし 彼らの 考えが 識 域の 下にお 

いて まさに 発酵しょう としてい る 際に 彼らが もし 偶然 



自分の この 詩 を 書く 邪魔 をし ないように 心配して くれ 

と 頼んで いる。 これ もシ ー ザ ー や ポンペイの 活躍して 

よ-つらん 

いた 恐怖 時代の 口— マの 片 すみで 静かに 科学の 揺籃 を 

つづ つていた この 人の 心境 を うかがわせ るに 足る ので 

ある。 

要するに この 冒頭 は 詩編の 形式 を 踏襲す るた めに 置 

かれた 装飾の ようで あるが、 これ もまた 彼の 全巻 をお 

おう 情調の 前奏曲と して 見る とお もしろ いので ある。 

次に 名 はさして ない が ロイ キッ ポス あるいは ェピク 

らいさん 

ロスの 礼賛の 言葉が 出て 来る。 そして この ギリシアの 

賢人が 宗教の 抑圧の ために 理知の 光 をお おわれて いた 



人類に 始めて 物の 成立と その 方 則 を 明示した 功績 をた 

たえて いる。 そうして 今 自分が この ギリシア 人の 発見 

した 真理の 教え を 伝えん とする に当たって、 自分の 母 

語 ラテンが あまりに 貧しい ものであると こぼして いる- 

し かし せいぜい 骨折って 「物の 中心の 隠れた 心 核 を 見 

るた めの かなたよりの 光」 を 伝え、 物の 最初の 胚芽た 

る 元 子に ついて 物語ろうと いうので ある。 

ほ-つと く 

そう い う 事 を 自分が 論ずる の は 神 を冒瀆 する もの と 

思われる かもしれ ない。 しかし それよりも もっと 冒瀆 

的な 事 を しばしば 犯す もの は 実は 宗教 自身で ある。 そ 

う 言って、 ィフィ ゲニァ の 犠牲の 悲惨な 例 を あげ、 犠 



した 科学者 魂 を 発見す るの は いささか 皮肉で ある。 

そうして 彼 は 次の 数 句 を 歌う。 

T-llis rtre«.3«.. then, this darkness of thie mind. 

Not sunrise with its fl ひ ritlTO spolces of liTOtlt, 

Nor glittering arrows of morning c ひ n 

disperse. 

But only Nature-S asp-ect and lier law, 

この 句 は 後に もしば しば リフレイン として 繰り返さ 

るる。 私 はこの 四 句 を どこかの 科学 研究所の 喫煙室の 

壁に でも 記銘 してお いて ふさわしい ものであると 思う。 

この 次の 二 句 は 



Whicn, te ひ clllnTO us, hi ひ th this exordium: 

NothlinTO from nothing ever yet was t>orn. 〔# 

「NothinTO from nothing ever yel; was t-orru の 部分 

は イタリック 体〕 

迷信から 来る 精神の 不安 を 除くべき 魔よ けの 護符 は 

すなわち 「物質 不滅の 方 則」 である、 というの である。 

もちろん 彼 は 彼の 物質 元 子 論から 出発して、 結局 それ 

から 霊魂の 可 死 を 論ぜん とする ので は あるが、 彼の こ 

こに 言う ェキ ソルディ アム は、 おそらくもう 少し 一 般 

化して 「自然科学 的 世界観」 を さす ものと 解釈しても、 

たぶん 彼の 真意 を 離れる 恐れ は あるまい と 考える ので 



いて エピキュリアン は その 先輩 同輩に 対して 実に 比較 

にならぬ ほど 進歩して いる、 あるいは むしろ 現代の 原 

子 観に 肉薄した 考え方 をして いる。 これ も 厳密な 推理 

から 得た 結果ではなくて、 結局 は 直観で 透視した もの 

であろう。 ル クレチ ウス は 正直な 態度で Thus 

e ひ sier-tis 〔# 「Ttlus easier -tis」 の 部分 は イタリック 体〕 

to liold til ひ t msly things hi ひ ve primal t>odies in 

common las we see tlie single letters common B 

m ひ ny words 」 than aughit exists withiout its origin. と 

言って いる。 そして ここに 述べられた アルファべ ット 

が 寄り集まって いろいろな 語 を 作る ように、 若干の 異 



必要と なって 来る もの は 空間で ある。 彼 はわれ われの 

空間 を 「空虚」 (void) と 名 づけた。 「空間がなければ 

物 は 動け ない」 ので ある。 彼の 空間 は 真の 空虚で あつ 

てェ ー テルの ごとき もので ない。 この 点 もむ しろ 近代 

的で あると 言われよう。 

物質 原子の 空間に おける 配置と 運動に よ つ てす ベ て 

の 物理的 化学的 現象 を 説明 せんとす るの が 実に 近代の 

少なくも 十九 世紀末までの 物理学の 理想であった。 そ 

うして 一 一十 世紀の 初めに 至る まで この 原子と 空間に 関 

する われわれの 考え はル クレチ ウスの 考えから、 本質 

的に はお そらく 一歩 も 進んで いない ものであった。 近 



年に 至 つ て 原子 は 電子と プ ロト ー ン によ つ て 置き換え 

られ、 ごくごく 最近に 波動 力学の 出現に よって これら 

物質的 素 量に 関する 観念に 始めて 目立 つ た 変化 をき た 

しつつ ある。 また 一方 相対性理論の 発展に よって、 い 

そぼく 

わ ゆる 空間に 属する 考え もまた y J の 素朴な 状態 を 離れ 

て 来たので ある。 しかし 現在に おいても 普通の 大多数 

の 具体的の 問題 は 依然として 昔の ままの 空間お よび 原 

子で 間に合って いるので ある。 

さて、 次に、 物質 は 原子と 空虚の 混合で あると いう 

考えから 物の 有孔性 や、 比重の 差違の 生じる 事 を 述べ 

ている。 音響 もまた 原子の 発散に よる ものと 考える か 



ので あれば、 これ は その 中に 空虚 を 含んで いる。 しか 

るに 空虚と 元 子と 対立すべき その 元 子の 中に 空虚が 含 

まれて いる わけに は 行かない。 where-er iDe empty 

sp ひ ce, tiiere tsdys not; ひ nd so where t>ody t>ides, 

1±Lere not ひ t ひ 11 exists the void in ひ ne. である ここ 

で 私 は 思い出す。 かって 分子 や 原子の 「弾性」 という 

事が 問題に なった 事が ある。 可 触 的 物体の 「弾性」 を 

説明す るた めに 持ち出された 分子 や 原子に、 可 触 的 物 

体と 同じような 「弾性」 を 考えよう とする ことの 方法 

論 的の 錯誤 あるいは 拙劣 さが、 今 この ルク レチ ウスの 

言葉に よって 辛辣に 諷せられ ている とも 見られない 事 



元 子 は 恒久的な 剛 単体 solid singleness でなければ 

ならない。 そして 微小で は あるが 有限の 大きさ を もた 

なければ ならない という 事 を 証明し ようと 試みて いる。 

剛体で なければ、 それから 剛体が 作り 得られない であ 

ろう。 恒久な もので なければ、 恒久に 無常な この 世界 

を 補充 replenisti する 事が できない であろう。 またも 

し 大きさが 有限で なければ、 物質 は 無限に 分裂し うる、 

従って 過去 無限の 年月の 間に 破壊し 分解され たもの が 

再び 合成し 復旧され るた めに は 無限大の 時 を 要し、 結 

局 何物 も 成立し 得ない というの である。 これ は 明らか 

に ボルツマンの 学説の 提供す る 宇宙 進化 の大 問題に 触 



を 近 ごろに なって おいおい 認識しつつ あるので はない 

かとい う 気がする ので ある。 ル クレチ ウス は 別に この 

疑問に 対して なんらの 明答 を 与える もので はない が、 

少なくも 彼 は 私の この 疑い をもう 少し 深く 追究す る 事 

を 奨励す る ものの ように 見える。 

made; 

という 句が ある。 これ を 試みに 熱力学 第一 一方 則の 最初 

の 宣告と 見る の も 興味が あり はしない か。 

彼 はなお、 もし 物質に 最小限がなければ、 最小な も 

ので も 無限 を 包蔵し、 従って 微分と 総和の 区別が なく 



V 

この 論議の 中に、 熱 は 元 子の 衝突 運動で あると いう 

考え や、 元 子 排列の 順序の 相違 だけで 物の 変化が 生じ 

ると いうよう な 近代的の 考え も 見えて いる。 

そこで、 ル クレチ ウス は 言葉 を 改めてい う。 自分 は 

ミ ュ —ズの 神の インス ピレ— シ ョ ン によ つ て、 以下 さ 

らに 深く 真理の 解説 をしょう とする。 しかし こういう 

めんどう なむつ かしい 事 がら を 説く に は、 「詩」 の 助け 

を かりなければ ならない。 苦い薬 を 飲ませる に は 杯の 

縁に 蜜 を 塗らなければ ならない、 と 言って いる。 

さて、 それから、 空間に は 際限がない という 事 を 論 



明瞭に 答え 難い ものである。 それほどに これらの 問 

題 は 宇宙の 構造に 関する 科学 上の 問題の 急所に 触れて 

いる。 物質的 宇宙の 限界、 その 進化の 諸問題に ついて、 

われわれが 知り 得た と 思って いる 事 は 今日で も 実は ま 

だき わめて わずかで ある。 

- J の 物質 量の 無限大 を 論ずる 条 下に 現われ ている も 

う 一 つの 重要な 考えが ある。 元 子が 集合して 物 を 生ず 

るの は、 元 子の 混乱した 衝突の 間に 偶然の 機会で でき 

あがる ものであって、 何物の 命令 や 意志に よるので も 

ない。 そういう 偶然に よって 物が 合成され うるた めに 

は 無限の 物質 元 子の 供給 を 要する というの である。 こ 



の 「偶然」 の 考え も 実に 近代の 原子説の 根底た る 統計 

力学の 内容 を 暗示す るよう に 見える。 偶然の み 支配す 

る 宇宙で は エントロピ ー は 無 際限に 増大して 死滅への 

道 をた どる。 これ を 呼び 帰して 回生の 喜び を 与える ベ 

き 別の 「理」 はない ものであろう か。 ボルツマン ゃァ— 

レニウス は、 そういう プリンシプルの 夢 を 書き残し た- 

し かしこの 夢 はま だ だれも 実現し 得な い。 この 問題に 

対して なんらかの 示唆 を 与える もの は 



It IS preserved, when once it li ひ s t>een 

thrown 〔# 「preser.ved」 の 部分 は イタリック 体〕 



Into the p-ropjer motions, 〔# 

「proper motions」 の 部分 は イタリック 体〕 

という 言葉で ある。 これ は 言い換え ると、 偶然の 産物 

に 或る 「選択の 原理」 が 作用す る 事 を 意味す る。 この 

選択 を 行なう 魔物 は 何で あるか。 これに ついては 彼 は 

何も 述べて いない。 しかし そういう ものの 存在 を ここ 

で 暗示して いるものと 見る の ははた して 不倫であろう 

か。 マ クスゥ エルの デモ ンは あるいは まさに その 一 つ 

の 魔物で はあり 得ない か。 

二 



第一 一巻に おいて ルクレ チウ スは元 子の 運動の 状況 や、 

そ の 形状 や 結合の 機巧 等 を 前よりも 詳しく 具体的に 記 

述 している ので ある。 

例によって 冒頭に は、 富貴 権勢 は 幸福の 源泉で なく 

て、 かえって 不幸の 種で ある。 ただ 現 知に よる 真 現の 

探究が 真 の 心の 平静 を 与え る もの だとい う 意味 の 前置 

きがある。 そして 前に あげた 四 行の リフレインが 再び 

繰り返され ている。 

元 子 は 結合す るが、 その 結合 は 固定 的で はなく、 不 

断に 入れ代わり、 離れ また 捕われる。 eternal TOive 



and take である。 しかし その物 質の 総和 は 恒久 不変 

であると 考える。 ここの 考え は 後代の 物質 不滅 説 を 思 

わせる 事 はだれ も 認める であろうが、 また 見方に よつ 

て は、 たとえば 溶液 分子の ような ものの 化学的 平衡 を 

思わせる 何物 か を 含んで いるから おもしろい。 

元 子 は 互いに 衝突す る。 その 速度 は 一 部 は 固有の も 

ので あり、 一部 は 衝突に よって 得る ものである。 衝突 

の 結果 はいろ いろで ある。 ある 元 子 は その 複雑な 形状 

のために 互いに 引っ掛かって 結合して 剛ぃ物 を 造る が、 

ある もの は 反発して 柔らかい 物質と なり あるいは 全然 

離れ 合って しまう。 これ は 言わば 固 液 気 三 態の 原子 構 



の 記述に 相当す る 事で ある。 

元 子が 動いて いる のに その 組成 物体が 静止して い る 

ように 見える 事の あるの は 何 ゆえ か。 それ はわれ われ 

の 「知覚に は 限界が ある」 からで ある、 と 言って、 遠 

いちまつ まだら 

い 小山に 緑 草 を あさる 羊の群れが ただ 一 抹の 白い 斑 

にし か 見えない という、 詩人ら しい 例証 を あげてい る- 

この 知覚の 限界と いう 事 を 延長 させれば、 「観測の 限 

界」 という 最近の 物理学の 標語になる ので ある。 

元 子の 速度 はいかに 大きい もので あるか。 太陽が 出 

ると 一瞬 時に 世界 は 光に 包まれる。 この 光の 元 子 は 空 

虚を 通る ので はなく、 物質の 中 を 通って 来る のに かか 



ほ-つち やく 

る 場合に は、 だれでも 当然に 逢着すべき 一 つの 観念 

である。 私 はかって 雑誌 「思想」 の 昭和 二 年 九月 号に 

出した 「備忘録」 の 中で、 生命の 起 元に 関する 未熟な 

私見 を 述べた 際に、 生命の 胚子 は 結局 原子 そのものに 

付与す るの が 合理的で あると いう 考え を 述べ ておいた。 

これ は、 数年 前、 同種 元素の 原子に 個性の 存在 を 暗示 

した ウィリアム . ソ ディの 説に 示唆され てから 考えた 

事で あつたが、 今にな つて 考えて みると この 私の 考え 

方 は 全然 ルク レチ ウスの ここの 考え を、 知らずに 踏襲 

した ものと も 言われる ので ある。 

自然の 漸進的 死滅 を 救いうべき 「選択 原理」 の 有無 



を 区別す るが、 そういう 変態 は どの 原子に も 共通に 可 

能と 考える から、 結局 同 元素 原子に は 個性 を 認容して 

いない ことになる。 しかるに ル クレチ ウスの 言葉から 

判断す ると、 人間が めいめいに 異なる ごとく、 羊と 羊 

とが 異なる ごとく、 全く 同一なる 元 子 は 一 つもない と 

考えて いるら しい。 すなわち ウィリアム . ソ ディの 暗 

示した ごとく 原子の 個性 を 認める 事に 相当す る。 この 

現代科学の 考え方と ちがった 考え方 をした の は、 いか 

なる 必要 もしくは 動機に よる かわからない が、 しかし 

前述の 元 子の 自由意志の 考えと は、 かなりまで よく 融 

合しうる ものである こと を 注意して おきた い。 



卒に 彼の 所説 を 笑う 事 はでき ない。 

われわれの 官能 を 刺激す る 光、 音、 香、 味 は、 いず 

れも おのおの 目的物から 飛来す る 元 子に よる 一 種の 触 

覚 であると いう 考えで ある。 そして、 すべて われわれ 

に 快い 感覚 を 与える 光 音 香味の 元 子 は 丸く なめらかで 

あり、 不快に 感ぜら るる ものの 元 子 は 角が あり 粗鬆で 

あると 考える。 暑さと 寒さの 元 子 はいずれ も 刺が ある- 

その 刺の ある 様子が ちがう というよ うな 考えで ある。 

これら はもち ろん かなり 勝手な 想像で は ある。 しかし 

たとえば 芳香 属 の 有機化合物に 共通なる 環状 分子 構 

造の ことな ど を 考えて みると、 少なくも 嗅覚 味覚の 



他方に 液体の 分 子 集合 の 緩舒な 状態 を 考えれば 、 あ る 

度まで は あたって いると 言われる。 煙 や 火の元 子 は 

尖 1 な 形 を もってい るが、 もつれ 合って はいない と 

言って いるの はよ くわから ない。 また 海水の ごとき は 

水の 円滑な 元 子の 間に 塩の 粗 面 的な 元 子が 混合して い 

るが、 地下で 濾過 されれば、 水 だけが 通過す ると 言つ 

ている。 これら もお もしろ い、 一概に 笑って しまわれ 

ない ところが ある。 

元 子の 形状 は 多種多様 であるが、 しかし その 種類の 

数 は 有限で ある。 もし 無限の 種類が あると すれば、 そ 

の 一 種と して われわれ は 無限に 大きな 形態 を もった 元 



をめ ぐる 電子 を 一 つず つ 増す ことによって 一 つの 物質 

から 他の物 質に 移って 行く。 すなわち 原 子 数 を 増 

して 行く。 もしも 元素の 種類が 無限に 多様に あると す 

れば、 原子 数、 あるいは 原子量の 無限大な 物質 原子が 

存在す る 事になる はずで ある。 しかし 実際に そんな も 

の はない。 すなわち 原子の 「形」 の 種類に は 制限が あ 

るので ある。 

these p-rim ひ 1 TOerms 

Vairy yet only withi finite tale of shiapes. 〔# 

「finite tale of shapesj の 部分 はィ タリ ック 体〕 

この 言葉が 現代の 原子 模型 をい かに 適切に 表わす も 



ので あるか。 また 言う 



Betwixt the two extremes: tlie thlnTOS create 

Must differ, therefore, .by ひ finite ch ひ tlTOe, 



これ は 寒と 熱との 間の 段階の 素 量的 推移 を 述べた 言 

葉 で 、 言わば 温度 の 素 量 説と し て 述べた 言葉 である。 

しかし これ はまた きわめて 徹底的な 一 般的素 量 説の 標 

， .1 うず い 

語と しても 見られる。 しかして 現在 洪水の ごとく 物理 

学の 領土 を汎濫 しつつ ある 素 量の 観念の 黙示の ごとく 

にも 響く ので は あるまい か。 



あろうから、 これから その 説明 を 試みよう というの が 

前置きで ある。 

まず、.；^ (mind, animus or mens 〔# 「animus」 「mens」 

の 部分 は イタリック 体〕) は 他の 学者の 説く ごとく 人体 

の 調和 原理で もな く 生命 原理で もな く、 ちょうど 頭 や 

足が 人体の 部分で あると 同様の 意味に おいて 人体の 

「部分」 であるに 過ぎない。 その 証拠に は 肉体が 病気 

でも 心 は 幸福で ありうる し、 心が 悪くても 健康で あり 

うる。 ちょうど 足が 痛んでも 頭 は 平気で ぁリ うると 同 

じで ある。 

同様に 精神 (soul, anima 〔# 「anima」 の 部分 は イタ 



リック 体ビ もや はり 人体の 一 部で 全体の 調和で はない。 

からだの 部分 を 取り去っても、 生命 は 持続す る。 これ 

に反して 「熱と 空気の 粒子」 がほんの わずか 逸出す る 

と 死んで しまう。 これから 考える と 生命 持続の ために 

は ある 特別な 要素が 必要 だ という 事が わかる。 しかし 

それ は 人体に 含まれて いる 元素であって、 全体の 調和 

原理で もなん でもない。 

ここで 心と 精神 animus と anima をル クレチ ウス 

がどう 考えて いるかと いうと、 両者 は 相互に 連関した 

ものであるが、 心 は 支配者と して 胸の 中枢なる 心臓に 

座し、 精神 は 全身に 分布して 心の 命令に 従う ものと し 



「説明」 する ためにお よそ 二十 八 箇条 を あげて 彼の 雄 

弁 を 発揮す るので ある。 しかし これ を 逐条 ここで 述べ 

る こと は 私の 任務 でない のみならず、 い たずら に 読者 

けんたい 

の 倦怠 を 買う に過ぎないであろう。 ただ その 一 箇条と 

して 各種の 生物に 特有な 性状の 親から 子へ 遺伝す る 事 

実に 論及し、 そして 心 もまた 「定まれる 種子」 を 有す 

る 事 を 仮定し なければ この 現象 は 説明し 難いと 言って 

いるの は 注目すべき である。 またもし 霊魂なる ものが 

肉体へ 突然 入り込んで 来る ものである とすると、 一人 

の 子供が まさに 出産しょう とする 際に は、 いくつもの 

まくら- 

霊魂が 産婦の 枕 もとに 詰め かけて、 おれが おれが と 



あると 考えた 点 は、 ともかくも 一歩 だけ 真に 近い。 し 

かし その物 体から 来る もの は 今日の 光線で も 光波で も 

なくて 「像」 (image) と 名 づける 薄膜 状の 物質で ある- 

これ は あたかも 蛇の 皮 を 脱する ごとく、 物体の 表面 か 

ら はがれて、 あとからあとからと 八方に 飛び出す。 そ 

の 速度 は 莫大な ものである。 これが 目 を 打つ と 同時に 

われわれ は その物 体の 形と 色 を 知覚す る。 この 像が 鏡 

に 衝突す ると、 反射し、 そして 「裏返し」 になって 帰つ 

て 来る。 物の 距離の 感ぜられ るの は、 像が 飛んで 来る 

時に 前面の 空気 を 押して 目に おしつける ためで ある。 

そのために 鏡に 映った もの は、 鏡の 後ろに あるよう に 



する。 ただこの 条に 連関して 人間の 生活 官能 は 人間の 

用途の ために 設計して 作られた ものではなくて、 官能 

が あつ て 後に その 用が 生まれる ものであると 言つ て、 

目的論 的 自然観に 反対す る 所論の ある 事 を 注意して お 

きたい。 

巻末に 性愛 を 論じた 部分の 中に 遺伝 素に 関する 考え 

が 見いだ される。 この 考え はよ ほどまで 具体的に 現代 

の 遺伝学 説に 近似す る ものであって、 この 事 はすで に 

近 ごろの ネチ ユア ー (6) 〔# 「(6)」 は 注釈 番号〕 の 寄 

書 欄で 注意した 人 も あ つ たくら いで ある。 



ど 不都合で は あるまい。 

ここで 地の 老衰 を 説いた 後に 

F.or lapsing aeons cliange the of 

die whole wide world, and all thdngs needs 

must t ひ k;e 

one status ひ fter other, nor ひ UTOllt p-ersists 〔# 

「〇ne status after otherj の 部分 はィ タリ ッ ク 体〕 

！ For ever like itself. 

と 歌って いる。 これ は、 ある 意味から、 自然 方 則の 変 

遷を 考えて いるもの とも 見られる。 科学の 方 則 ははた 

して 永劫 不変の もので あるか。 これ はき わめて まれに 



しか 持ち出されなかった 問題で ある。 私の 知る 限りで 

はた だ アン リ ー • ポアンカレ ー がその 晚 年の エツ セ ー 

(7) 〔# 「(7)」 は 注釈 番号〕 において 論じた ものである。 

これ はもち ろん われわれの 科学 だけから は 決定し 難い 

ものであるが、 しかし また 科学者の 全然 忘却して はな 

ら ない 問題であろう。 

最初のう ちはいろ いろの 片輪 者 や 化け物が 生まれた。 

しかし それら は 栄養 生殖に 不適当で あるた めに まもな 

く 絶滅した と 言って、 ここに 明らかに 「適者生存の 理」 

を 述べて いる。 残存し 繁栄した 種族 は 自衛の 能力 ある 

もの か、 しから ざれば 人間の 保護に よる ものであると 



たこ この ルク レチ ウスの 記述に は、 今の 電子 を 思わせ 

よう-ゆう- 

る ある 物 も ある。 電火 によって 金属の 熔融す るの は、 

これら 粒子の 進入の ために 金属 元 子の 結合が ゆるめら 

るるとい つ ている の も 興味が ある。 

雷雨の 季節的 分布 を 論ずる 条 において、 寒暑の 接触 

を 雷雨の 成立 条件と 考えて いるの も 見の がす ことが で 

きない。 

竜巻に ついても かなり 正しい 観察と、 真に 近い 考察 

が ある。 

雲の 生成に 凝縮 心 核 を 考えて いるの は 卓見で ある。 

そして 天外より 飛来す る 粒子の 考えな ど は、 現在の 
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宇宙 微塵 や 太陽からの 放射 粒子 線 を 連想させる。 

次に 地震の 問題に 移って、 地殻 内部構造に 論及す る 

の は 今 も 同じで ある。 ただ 彼 は 地下に 空洞の 存在 を 仮 

定し、 その 空洞 を 満たす に 「風」 を もってし たの は 困 

るよう であるが、 この 「風」 を 熔岩と 翻訳 すれば 現在 

の 考えに 近くなる。 彼 はまた 地下に 「川」 や 「水た ま 

り」 を 考えて いる。 これ は 熔岩の 脈 や ポケット を さす 

と 見られる。 この 空洞の 壁の 墜落が 地震 を 起こす と考 

える。 このままの 考え は 近年まで 残存した。 重い もの 

の 墜落の 衝動が 地に 波及 するとい う 考え も 暗示され て 

いる。 



「地下の 風」 の 圧力が 地の 傾 動 を 起こし 震動 を 起こす 

という 考えが、 最近の マグマ 運動と 地震の 関係に 関す 

る 学説 を 連想させる。 

津波の 記事の 加えられて いるの は 地震国た るギ リシ 

ァ • 口 ー マの 学者に して 始めて ありうる ものであろう- 

どじょう 

次に は 大洋の 水量の 恒久と 関係して 蒸発 や 土壌の 

しんとうせい 

滲透 性が 説かれて いる。 

火山 を 人体の 病気に たとえた 後に、 物の 大きさの 相 

対 性に 論及し、 何物 も 全 和に 対して は 無に 等しい と宣 

言して いる。 

しんと-つ 

また 火山の 生 因と して 海水が 地下に 滲透し、 それが 



あらゆる 「不思議」 を 解説す るに あるので あって、 科 

学の 系統 を 述べて いるので ない と 思えば よい。 

磁石の 作用 を 考えて いる 中に 「感応」 の 観念の 胚，. 子、 

ほう 力 

「力の場」 「指 力 線」 などの 考えの 萌芽ら しい もの も 見 

られ る。 しかし 全体としての 説明 は 不幸に して 今の 言 

葉に は 容易に 書き直されない ものである。 

終わりに は 「病気」 に関する 一節が あって、 そこに 

は 風土病と 気候の 関係が 論ぜられ、 また 伝染病の 種子 

ぱい きん 

としての 黴菌の ごとき ものが 認められる。 

最後に ァ ゼンス における 疫病 流行 当時の 状況が リア 

ルな 恐ろし さ を もって 描き出され ている。 マンロ ー に 



よれば これ はお もに ツキ ジ デス を 訳した もの だそう で 

あり 中には 誤謬 も あるそう である。 これ は 医者が 読ん 

だら さだめて おもしろい もので あろうと 思う。 この 中 

に は 種々 多様の 悪疫の 症状が 混合して しるされ ている 

そうで ある。 この 一節 は いわゆる 空気伝染 をな す 病気 

の 実例と して 付け加えられた ものであろう。 

この 疫病の 記述に よって ル クレチ ウスの Del^emm 

Natura は 終わって いる。 これ はわれ われに なんとな 

く 物足りない 感じ を 与える。 ル クレチ ウス はお そらく ■ 

この 後に さらに 何物 か を 付加す る 考えが あ つたので は 

ないか。 私 はこの 書に 結末ら しい 結末の ない 事 を か 



えって おもしろ くも 思う ものである。 実際 科学の 巻物 

に は 始めは あっても 終わり はない はずで ある。 

S 己 

ル クレチ ウスの 書に よって われわれの 学ぶべき もの 

は、 その 中の 具体的 事象の 知識で もな くまた その 論理 

でもな く、 ただ その 中に 貫流す る 科学的 精神で ある。 

この 意味で この 書 は 一 部の 貴重なる 経典で ある。 もし 

時代に 応じて 適当に 釈注を 加えさえ すれば、 これ は 永 

久に 適用 さるべき 科学 方法論の 解説書で ある。 また わ 



れ われの 科学的 想像力 の枯渴 した 場合に 啓示の 霊水 を 

くむべき 不死の 泉で ある。 また 知識の 中毒に よって 起 

こ つ た 壊 血 症 を 治す るヴ イタ ミンで ある。 

現代科学 の 花や 実 の 美し さ を 賛美す る わ れ われ は、 

往々 にして その 根幹 を 忘却し がちで ある。 ルクレ チウ 

スは 実に われわれ にこの 科学 系統の 根幹 を 思い出させ 

る。 そうする 事に よっての み われわれ は 科学の 幹に 新 

しい 枝 を 発見す る 機会 を 得る のであろう。 

実際 昔 も 今 も、 科学の 前衛 線に 立って 何 か 一 つの 新 

しき 道 を 開いた 第一流の 学者た ち は、 ある 意味で ルク 

レチ ウスの 後裔であった。 現在で も ニエル ス. ボ ー ァ 



ゃド . ブロ ー リ ー の ごとき は 明らかに その子 孫で ある。 

彼ら はた だ 現 時 の 最高 の アカデミックの 課程 を 修得し 

たル クレチ ウスに ほかなら ない ので ある。 

エネ ルギ ー 不滅 論の 祖 とせら るる 口べ ルト. マイ 

ァ ー は 最もよ くル クレチ ウスの 衣鉢 を 伝えた 後裔で 

あった。 しかし 彼 は 不幸に して その 当代の 物理学に 精 

通しなかった ために、 その 偉大なる 論文 は 当時の 物理 

学界から しりぞけられた。 しかして 当時の 学界への 

パッス を 所有して いた 他の ルク レチ ウスの 子孫へ ルム 

ホルツに よつ て 始めて 明るみに 出る ようになった。 

現代の 科学が ル クレチ ウス だけで 進められようと は 



思われない。 しかし ル クレチ ウスな しにい かなる 科学 

の 部門で も 未知の 領域に 一 歩 も 踏み出す こと は 困難で 

あろう。 

今 かりに 現代科学 者が 科学者と して 持 つ ベ き 要素と 

して 三つの もの を 抽出す る。 一 つ は ルクレ チウ ス的直 

観 能力の 要素であって これ を L と 名 づける。 次 は 数理 

的 分析の 能力で これ を S と 名 づける。 第三 は 器械 的 実 

験に よって 現象 を 系統 化し、 帰納す る 能力で ある。 こ 

れを K と 名 づける。 今 もし この 三つの 能力が 測定の 可 

能な 量で あると 仮定 すれば、 LSK の 三つの もの を 座 

標 として、 三次元の 八 分 一空 間 を 考え、 その 空間の 中 



の 種々 の 領域に 種々 の 科学者 を 配当す る 事が できる で 

あろう。 

ヘルムホルツ や、 ケルヴ イン や レイノルズの ごとき 

は LSK いずれも 多分に 併有して いた ものの 例で ある _ 

現存の 学者で はジ ェ— • ジェ ー • タム ソンが この タイ 

プの 人であろう。 ファ ラデ— や 現代 のラ ザフォ ー ドゃ 

ゥ— ドの ごとき は LK 軸の 面に 近く 位して いる。 ボル 

ッ マン、 プランク、 ボ— ァ、 アイ ンシ ユタ イン、 ハイ 

ゼンべ ルク、 ディラックら は LS 面に 近い 各 点に 相当 

する。 ただ L= すなわち SK の 面 内に 座す る 著名の 

大家 を 物色す る 事が 困難で ある。 あるいは レ ー リ— 卿 



の ごとき は 少なくも この 座標軸 面に 近い 大家であった 

かもしれ ない。 

ゾンマ ー フェルト やその 他の 数理 物理学者 は S 軸の 

上 近くに 座す る もので あり、 純 実験、 純 測定の 大家ら 

は K 軸に 羅列され る。 これら は 科学の 成果に 仕上げ を 

かける 人々 である。 そうして 科学 上の ピュ リタ ニズム 

から 見て 最も 尊敬す ベ き 種類の 学者で ある。 

しかるに L 軸の 真上に 座す る 人 はも はや 科学者で は 

ない。 彼ら は 詩人で ある。 最善の 場合に おいて 

けいじじょう がくしゃ もうそう しゃ 

形而上学 者で あるが 最悪の 場合に は 妄想 者で あり 狂者 

であるか もしれ ない。 こういう 人 は 西洋で も 日本で も 



時々 あって 科学者 を 困らせる。 しかした いていの 場合 

彼らの 言う 事 は 科学者の 参考になる ある もの を 持って 

いる。 すなわち 彼ら はわれ われに L の 要素 を 供給し う 

るので ある。 

もちろん 座標 中心 の 付近に は 科学者 の 多数が 群集し 

きんしょう 

ていて、 中心から 遠い 所に 僅少の 星が 輝いて いるの 

である。 

以上の 譬喩 は 拙で は あるが、 ル クレチ ウスが 現代 科 

学に 対して 占める 独特の 位地 を 説明す る 一 助と なる で 

あろう。 

誤解の ないた めに 繰り返して 言う。 ル クレチ ウスの 



みで は 科学 は 成立し ない。 しかし また ルク レチ ウスな 

しに は 科学 は なんら 本質的なる 進展 を 遂げ 得ない。 

私 は 科学の 学生が ただい たずら に L 軸の 上に のみ 進 

む 事 を 戒めた く 思う と 同時に、 また 科学 教育に 従事す 

る 権威者が あまりに SK 面の 中に のみ 学生 を 拘束して、 

L 軸の 方向に 飛翔 せんとす る 翼 を 盲目的に 切断せ ざら 

ん事を 切望す る ものである。 

最後に 私 はこの 一 編の 未熟な 解説が、 ル クレチ ウス 

の 面影の 一 側面 を も 充分 正確に 鮮明に 描出す る こと を 

得なかった であろう こと を 恐れる。 そうして この 点に 

ついて 読者の 寛容 を こいね がう ものである。 



の 紹介の ごとき ものに 筆 を 執る 機会 は 生涯 来な か つ 

たであろう。 

(1) ル クレチ ウスの atom. 現代の 原子と 区別 

する ために かりに 元 子と 訳す る。 

(2) Newton, OJ-ticlK, 375, 376, Second 

edition, 1718. 

(3) L-Iuustration, 7 Juillet, 1928. 

(4) Daly, ITOneous Rocks ひ nd origin, 

p. xxii. 

(5) N. Bohr, ^i^. April 14, 1928, 



Supplement ドイツ語で 同じ ものが 

Naturwissensch ひ ften にも 出て レる 

ちなみに 故 日 下部 四郎太 博士が 十 年 ほど 前に 

「時の 素 量に ついて」 という 意味の 題目で 一 つ 

の おもしろい 論文 を 東京 数学 物理学 会に 提出し 

た 事が あった。 私 は 今 その 内容 を 記憶 しないの 

を 遺憾と する。 この 論文 はしかし なぜか 学会の 

記事に は 載らなかった。 あまり 変な もの だとい 

うので どこかで 握りつぶされた というう わさ も 

ある。 そういう うわさの ありうる ほどに オリ ジ 

ナルな もので あつたので ある。 しかし 今 読んで 



みたら 案外 変で はない かもしれ ない と 思う。 日 

下部 博士 はル クレチ ウス 的 要素 を 多分に 持った 

学者で あつたので ある。 なお エピキュリアンが 

時 を 素 量的の ものと 考えた と いう 事 を 何 かで 読 

んだ ことがあ るが、 ル クレチ ウスの 中で 明白に 

そう 言つ て あるの は 私に は 見当たら なか つ た。 

また ラス ウイッツの 「原子論 史」 as. 140) に 

よると、 アラビアの ムタ カリム ン 

(Mutakalliman) と 称する 一 派の 学者 は 時 を 連 

続 的と 考えないで、 個々 不連続な 時点の 列と 考 

えてい る。 しかして やはり 人間 感覚に 限界の あ 



ると いう 事で、 この 説の 見かけ上の 不都合 を 弁 

護して いるそう である。 これ も 注意すべき 事で 

ある。 

(6) R. C. McLean, ^i^. May 12, 1928, p. 

749. 

( 7 ) H. :?oincar§, Letzte Gedanken の 最初の 

論文 「自然 方 則 は 変化す るか」 

(昭和 四 年 九月、 世界 思潮) 

(「物質と 言葉」 への 追記) 以上の ルクレ チウ ス紹 

介 を 書いた 後に 入手した 関係 文献 を 参考の ために 



しるす。 

H. rco^^acM C ひ rus. Von der der 

DinTOe, n ひ cli der uebersetzllnTO von tC. L. v. 

Riiet>eL (Reclams universal-Bit-liothlek;, Nr. 

425714259.) 

nouvelle de Henri Clou ひ rd l-classique 

Gamier.) 

Lucretius, De t^erum withi ひ n 

EnTOlisll TJr ひ nsl ひ tion t>y w. H. D. Rouse. (Loet- 

CI ひ ssic ひ 1 Iit>mrv.) 



^ XeniEi Atanassievitcli, L-Atomlsme 

d-Epicllre. (p-6lris, ILes Presses universitaires 

de PY ひ nee.) 



底本： 「寺 田寅彦 随筆集 第二 巻」 小 宫豊隆 編、 岩波 文 

庫、 岩波 書店 

1947 (昭和^) 年 9 月^日 第 ー 刷 発行 

1964 (昭和お) 年 ー 月 S 日 第？ -刷 改版 発行 

1997 (平成 9) 年 5 月 6 日 第 TO 刷 発行 

※底本の 誤記 等 を 確認す るに あたり、 「寺 田寅彦 全集」 

(岩波 書店) を 参照し ました。 

※底本で は、 注釈 番号 は、 本文の 右 脇に ルビの ように 

組まれて いる。 

入力 ： (株) モモ 

校正 ： かとう かおり 



2 000 年^ 月 3 日 公開 

2 003 年^ 月^日 修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ— ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



